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            戦 後 教 育 哲 学 ・思 想 著 作 年 表
              制作  矢 野 智 司
【年表制作の考え方】
 戦後教育 とその実践 を支えた教育学がどのような ものであったのかの検証が、さまざま
なかたちでなされはじめている。このr戦 後教育哲学 ・思想著作年表」 は、1995年 の第
38回 教育哲学会大会シンポジウムにおいて、戦後の教育哲学 の評価 をテーマにした 「教
育哲学の未来」 という私の発表の資料 として配布したものである。現在で も、類似の資料
が見あたらないため、本誌の一角に載せていただ くことにした。
 著作選択の基準を簡単 に述べておこう。『教育哲学研究』『教育学研究』の書評欄 ・図書
紹介で取 り上げられた著作、また、代表的な教育哲学 ・教育学 ・教育思想史の教科書 ・ア
ンソロジー、そこで参考 にされている著作、教育学研究者の個人著作集、日本の教育思想
史をテーマ とした著作、日本の教育哲学研究に影響 を与 えた翻訳、そのほか教育哲学研究
に意味をもつと思われ る周辺領域の著作、以上 これ らの著作か ら選択 した。
 もとより、個人の能力 には限界があ り、また少なからず私自身の個人的関心が選択 に働
き、完壁なものとはほど遠いのは承知している。思わぬ誤解 もあるかもしれないし、重要
な著作 を落 としてしまっているかもしれない。 しか し、 このリストを完成 した ものとみな
すことをやめれば、新 しい可能性が見 えて くるだろう。 このリス トを、自分が必要な著作
を付け加え、不必要 な著作を削除して、自分自身の研究用にカスタマイズできる基礎的な
資料 と考 えてもらえればよい。自分用の年表を作 られることをお勧めする。必要な方 は、
連絡をいただければ、テキス ト・ファイルにしたフロッピーをお送 りする。
 1995年 の夏休み は、 この年表を作成するために図書館 で検索作業 してい るうちに終
わって しまった。 この無謀な試みにおいて、辻本雅史氏(京 都大学)と 井上専氏(大 阪学
院大学)に お世話になった。感謝 したい。
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森昭 『現代教育の動向と進路 一 「社会建設の人間教育」のために』黎明書房
森昭 『新教育の哲学的基礎』福村書店
吉田熊次 『教育改革と教育思想』明治図書























矢川徳光 『新教育への批判一 反コア ・カリキュラム論』刀江書院
J・ デューイ、宮原誠一訳 『学校と社会』春秋社(1957年 岩波書店)
J・ デューイ、帆足理一郎訳 眠 主主義と教育』春秋社
J・ デューイ、原田実訳 『経験 と教育』春秋社
  II。  臨床教育人間学 第2号(2000)
 1951
長田新 『ペスタロッチー伝』上下、1952年 完、岩波書店





竹田加寿雄 『生活教育の原理と実際一 その近代教育思想発展との関連における把握 と反省的前
進J彙 文堂
無着成恭編 『山びこ学校』青銅社(1956年 百合出版、1995年 岩波書店)
森昭 『ジョン 。デュウィ1金 子書房
森昭r教 育とは何か一 民族の危機に立ちて』黎明書房
吉川哲太郎 『デューイに拠る教育学』同志社大学出版部
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E・ シュプランガー、村井実 ・長井和雄訳 『文化と教育』玉川大学出版部




矢川徳光 『国民教育学一 その課題 と領域』明治図書
圏1958
東日出男 『教育哲学の根本問題』理想社

















E・ シュプランガー、村井実 ・長井和雄訳 『現代の文化問題』牧書店
E・ シュプランガー、浜田正秀訳 『教育者の道一 生まれながらの教育者』玉川大学出版部
長田新編集校閲 『ペスタロッチー全集』全13巻 、1960年 完、平凡社
 1960
岩波講座 『現代教育学』全18巻 、岩波書店















1・F・ スバ トコーフスキー、E・N・ メディンスキー、倉内史郎 ・鈴木秀一共訳 『マルクス主
義教育学の方法論』明治図書










































































宇佐美寛P思 考 ・記号 ・意味一 教育研究における 「思考」』誠信書房












J・Fr・ ヘルバル ト、是常正美訳 『一般教育学』玉川大学出版部
F・ シュライエルマッヘル、長井和雄 ・西村晧訳 『教育学講義』玉川大学出版部
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層1969
五十嵐良雄 『国際教育論序説』現代評論社
板倉聖宣 『科学 と方法1季 節社
大田尭 『学力とは何か』国土社
大西忠治 『教師にとって実践とは何か1明 治図書
海後宗臣 ・波多野完治 ・宮原誠一監修f近 代日本教育論集」全8巻 、1973年 完、国土社
斎藤喜博 『斎藤喜博金集』全15巻 、別巻2巻 、国土社
永井道雄 『近代化と教育」東京大学出版会
牧野宇一郎 『教育勅語の思想』明治図書
村田昇 『国家 と教育 一 シュプランガー政治教育思想の研究』ミネルヴァ書房
持田栄一編 『講座マルクス主義6教 育』日本評論社
0・F・ ボルノー、森田孝訳 『言語と教育』川島書店
0・F・ ボルノー、森昭・岡田渥美訳 『教育を支えるもの一 教育関係の人間学的考察』黎明書房
J・S・ ブルーナー、橋爪貞雄訳 『直観 ・創造 ・学習』黎明書房
W・H・ キルパ トリック、村山貞雄 ・柘植明子 ・市村尚久訳r教 育哲学』全2巻 、明治図書





















M・J・ ランゲフェル ト、和田修二訳 『理論的教育学J上 、未来社
Th・ リット、石原鉄雄訳 『教育の根本問題』明治図書
R・S・ ピーターズ、三好信浩 ・塚崎智訳 『現代教育の倫理』黎明書房
 1912
鰺坂二夫編 『デューイ研究』ミネルヴァ書房




勝田守一 『勝田守一著作集』全7巻 、1974年 完、国土社
木下亀城 ・小原國芳 『新教育の探究者 木下竹次』玉川大学出版部
佐藤英一郎 『教育改革の系譜と思想』明治図書
村井実 『ソクラテスの思想と教育』玉川大学出版部
G・ ギュスドルフ、小倉志祥 ・斎藤勝訳 『何のための教師』みすず書房
M・J・ ランゲフェル ト、和田修二監訳 『教育の理論と現実』未来社
 1973
上田薫 『ずれによる創造一 人間のための教育』黎明書房
























子安美知子 『ミュンヘンの小学生 一 娘が学んだシュタイナー学校』中央公論社
斎藤次郎 『子どもたちの現在』風媒社





















山住正己 ・中江和恵編 『子育ての割 全3巻 、平凡社東洋文庫
K・ ルーメル 『自由教育思想の系譜 一 プラトンからモンテッソーリまで』南窓社
M・J・ ランゲフェルト、岡田渥美 ・和田修二監訳 『続 教育と人間の省察』玉川大学出版部
H・ ロー ト、平野正久訳 『発達教育学』明治図書
 1977
稲富栄次郎 『稲富栄次郎著作集』全10巻 、1980年 完、学苑社
梅根悟 『梅根悟教育著作選集露全8巻 、明治図書
小川正 『自己教育の構築』明治図書
唐澤富太郎 『教育博物館一 伝承と日本人の形成』全4巻 、ぎょうせい
久木幸男ほか編 『日本子どもの歴史』全7巻 、第一法規
皇至道 『皇至道著作集』全5巻 、第一法規










M・ フーコー、田村淑訳 『監獄の誕生一 監視 と処罰』新潮社
小原國芳 ・荘司雅子監修 『フレーベル全集』全5巻 、1981年 完、玉川大学出版部
J・ ホルト、原忠男訳 『子ども一 その権利と責任』玉川大学出版部
」・ホルト、山崎真稔訳 『学校一 その自由と権威』玉川大学出版部
1・ イリッチ、東洋 ・小澤周三訳 『脱学校の社会』東京創元社




































堀尾輝久 『現代日本の教育思想一 学習権の思想と 「能力主義」批判の視座』青木書店
前田博 『教育の本質』玉川大学出版部
向山洋一 『斎藤喜博を追って』昌平社
山本哲士 『学校 ・医療 ・交通の神話」新評論(1984年 新版)
吉田昇 ・長尾十三二 ・柴田義松編 『近代教育思想』有斐閣
G・S・ カウンツ、田浦武雄訳 『ソヴィエ ト教育の挑戦』誠信書房
J・ デルボラフ、小笠原道雄監訳 『現代教育科学の論争点一 教育学の体系的展望』玉川大学出
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版部
P・ フレイレ、小沢有作 ほか訳 『被抑圧者の教育学』亜紀書房
F・ キュンメル、吉村文男訳 『時間の人間学的構造』理想社
 『ル ソー全集』全14巻 、別巻2巻 、1985年 完、白水社
 1980





周郷博 『周郷博著作集』全6巻 、1981年 完、柏樹社
東岸克好 『ペスタロッチの直観教育思想の研究』建吊社
久木幸男 ほか編 『日本教育論争史録』全4巻 、第一法規
本田和子 『子 どもたちのいる宇宙J三 省堂
P・ アリエス、杉山光信 ・杉 山恵美子訳 『〈子供〉の誕生 一 アンシャン ・レジーム期 の子供 と
家族生活』みすず書房
W・ ブレツィンカ、小笠原道雄ほか訳 『教育科学の基礎概念』黎明書房
」 ・デルボラフ、石原鉄雄 ・山田邦男訳 『教育 と政治』広池学園出版部
E・ ケーニ ッヒ、江島正子 ・K・ ルーメル 『教育科学の理論』学苑社
M・J・ ランゲ フェル ト、和田修二監訳 『よるべなき両親 一 教育 と人間の尊厳 を求 めて』玉川
大学出版部
P・H・ フェニ ックス、佐野安仁ほか訳 『意味の領域 一 一般教育の考察』晃洋書房





皇紀夫 ・松井春満 ・和田修二 『人間と教育』 ミネルヴァ書房
杉浦美朗 『デューイにおける活動的な諸仕事の研究』風間書房
西村皓 『生の教育学研究』世界書院




渡部晶 『ボーvス ・マン教育思想 の研究p学 芸図書
E・E・ ガイスラー、天野正治監訳 『現代教育の危機1ぎ ょうせい
1・ シェフラー、村井実監訳 『教育のことば一 その哲学的分析』東洋館 出版社
M・F・ クィンティリアヌス、小林博英訳 『弁論家の教育J全2巻 、明治図書
 1982
倉岡正雄 『フレーベル教育学概説』建吊社
『現代 に生 きる教育思想3全8巻 、ぎょうせい


















加藤清 『新しい教育哲学一 存在からのアブmチ 』勤草書房
草谷晴夫 『民主主義の倫理 と教育』清水弘文堂
斎藤秋男 『陶行知生活教育理論の形成』明治図書
「産育と教育の社会史」編集委員会編 『叢書産育と教育の社会史』全5巻 、1985年 完、新評論








P・ アリエス、中内敏夫 ・森田伸子編訳 『〈教育〉の誕生』新評論
A・ ミラー、山下公子訳 『魂の殺人』新曜社
E・ シュプランガー、小笠原道雄 ・鳥光美緒子訳 『フレーベルの思想界より』玉川大学出版部
 1984





斎藤正二 ・長尾十三二編 『世界子どもの歴史』全11巻 、第一法規
鹿毛誠一 『教育 と理解一 近代の諸教育観』晃洋書房
上智大学中世思想研究所編集r教 育思想史』全6巻 、東洋館
鈴木誘雄 『「教育」と 「自然」一 ジャンージャク・ルソ 『エミル』の一研究』明治図書





西村晧 ・小笠原道雄 ・春山浩司編 『教育の根底にあるもの』以文社
堀内守 『コメニウスとその時代』玉川大学出版部
堀尾輝久 『子どもを見なおす～ 子ども観の歴史と現在』岩波書店
J・ デルボラフ、村井実監訳 『現代 ドイツの教育学と教育政策』広池学園出版部














藤武 『アメリカ幼児教育思想の研究 一 デューイ思想を基軸として』第一法規
山本哲士 『学校の幻想 幻想の学校一 教育のない世界』新曜社
E・P・ カバリー、川崎源訳 『カバ リー教育史』大和書房












森田伸子 『子どもの時代 一 『エミール』のパラドックス』新曜社
森田尚人 『デューイ教育思想の形成』新曜社
 1981
市村尚久 『アメリカ六 ・三制の成立過程一 教育思想の側面からの考察』早稲田大学出版部
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上田薫 『人間 その光と影一 やわらかさを育てる』黎明書房
宇佐美寛 『教育において 「思考」とは何か一 思考指導の哲学的分析』晃洋書房
押村裏 『教育観の転換一 ルソーの視点から1早 稲田大学出版部
押村嚢 ・押村高 ・中村三郎 ・林幹夫 『ルソーとその時代』玉川大学出版部
笹本正樹 『斎藤喜博の教育美学』杉山書店
竹田正直編著 『教育改革と子どもの全面発達』ナウカ
竹中暉雄 『ヘルバル ト主義教育学一 その政治的役割』勤草書房
津守真 『子 どもの世界をどうみるか一 行為とその意味』日本放送出版協会
中内敏夫 『新しい教育史』新評論
堀尾輝久 『天皇制国家と教育 一 近代日本教育思想史研究』青木書店
前之園幸一郎 『「ピノッキオ」の人間学』青山学院女子短期大学学芸講話会
吉田章宏 『学ぶと教える一 授業の現象学への道』海鳴社
K・ ルーメル 『英知 と自由の人間育成一 続 自由教育思想の系譜』南窓社
W・ ディルタイ、日本ディルタイ協会訳 『教育学論集』以文社
J・ デルボラフ、小笠原道雄 ・今井重孝訳 『教育学思考のパラダイム転換』玉川大学出版部
J・R・ マーティン、村井実監訳 『女性にとって教育 とはなんであったか一 教育思想家たちの
会話』東洋館
K・ モレンハウアー、今井康雄訳 『忘れられた連関一 〈教える一学ぶ〉とは何か』みすず書房
H・ レールス、長谷川守男監訳 『遊戯とスポーツJ玉 川大学出版部





栗原彬 ・本田和子 ・前田愛 ・山本哲士 『学校化社会のス トレンジャー=子 供の王国』新曜社












和田修二 ・山崎高哉編 『人間の生涯と教育の課題一 新自然主義の教育学試論』昭和堂
J・A・ コメニウス、井ノロ淳三訳 『世界図絵」ミネルヴァ書房
H・ ダンナー、浜口順子訳P教 育学的解釈学入門一 精神科学的教育学の方法』玉川大学出版部
W・ プリットナー、島田四郎 ・石川道夫訳 卜 般教育学』玉川大学出版部
Th・ リット、荒井武 ・前田幹訳 『現代社会と教育の理念』福村書店







D・E・ デントン編、菊地陽次郎ほか訳 『教育における実存主義 と現象学』晃洋書房




上野浩道 『知育とは何か一 近代日本の教育思想をめぐってJ勤 草書房
宇野美恵子 『教育の復権一 大正自由主義教育と自己超越の契機J国 際書院
片桐芳雄 『自由民権期教育史研究』東京大学出版会
亀山佳明 『子 どもの嘘 と秘密3筑 摩書房
鈴木晶子 『判断力養成論研究序説一 ヘルバル トの教育的タクトを軸に』風閲書房
諏訪義英 『日本の幼児教育思想と倉橋惣三』新読書社
俵木浩太郎 『孔子と教育一 「好学」とフィロソフィアJみ すず書房





W・ ブレツィンカ、小笠原道雄監訳 『教育学から教育科学へ一 教育のメタ理論j玉 川大学出版部
L・ ドゥモース、宮澤康人ほか訳 『親子関係の進化一 子ども期の心理発生的歴史学』海鳴社
F・ キュンメル、吉村文男訳 『倫理と対話一 道徳教育の人間学的探究』晃洋書房
T・W・ ムーア、村井実監訳 『教育哲学入門一 哲学的分析の手引きJ川 島書店






堀尾輝久 『人間形成と教育 一 発達教育学への道』岩波書店
0・F・ ボルノー、石橋哲成訳 『思索と生涯を語る」玉川大学出版部
H・mト 、川村覚昭 ・下山田裕彦訳 『ペスタロッチーの人聞豫』玉川大学出版部
 1992
上田薫r上 田薫著作集』全15巻 、1994年 完、黎明書房
沖田行司 『日本近代教育の思想史研究一 国際化の思想系譜1日 本図書センター
唐澤富太郎 『唐澤富太郎著作集1全10巻 、ぎょうせい
河合隼雄 『子どもと学校J岩 波書店






W・ ブレツィンカ、岡田渥美 ・山燭高哉監訳 緬 値多様化時代の教創 玉川大学出版部
W・ クラフキ、小笠原道雄編訳 『教育 ・人間性 ・民主主義』玉川大学出版部





今井重孝 『中等教育改革研究 一 ドイツギムナジウム上級段階改革の事例』風間書房
岡田敬司 『かかわりの教育学一 教育役割 くずし試論』ミネルヴァ書房









森田尚人ほか編 『教育学年報2学 校e規 範と文化』世織書房


















                      矢野:戦 後教育哲学 ・思想著作年表  iz5
D・ エ ラスムス、中城進訳 『エラスムス教育論』二瓶社
A・ プ リットナー、H・ ショイアール編、石川道夫訳 『教育学的 に見 るこ と考 える ことへの入
門』玉川大学出版部
A・ プリットナー、森 田孝監訳 『教育改革二〇世紀の衝撃 一 イエーナ大学連続講義垂玉川大学
出版部
J・P・ ミラー、吉田敦彦 ほか訳 『ホリスティック教育 一 いのちのつなが りを求めて』春秋社
 1995
小浜逸郎 『先生の現象学』世織書房
黒崎勲 『現代 日本の教育 と能力主義』岩波書店
作田啓一 『三次元の人間 一 生成の思想を語 る』行路社
杉浦宏編 『アメ リカ教育哲学の動向』晃洋書房
住岡英毅 『プルー ドンの教育思想』アカデミア出版会
関口敏美 『柳田國男 における 「学問」の展開と教育観の形成』風間書房
田代尚弘 『シュプランガー教育思想の研究』風間書房
沼田裕之f教 育 目的 の比較文化的考察』玉川大学出版部
村田昇編 『シュプランガー と現代の教育』玉川大学出版部
森田尚人ほか編 『教育学年報4個 性 という幻想』世織書房
安川哲夫 『ジェン トルマンと近代教育 一一 〈学校教育〉 の誕生』勤草書房
矢野智司 『子 どもとい う思想』玉川大学出版部
山本冬彦編 『教育の戦後思想 一 その批判 と継承』農文協
W・ ブレツィンカ、小笠原道雄 ・坂越正樹監訳 『信念 ・道徳 ・教育』玉川大学出版部
J・ デューイ、河村望訳 『デューイ=ミ ー ド著作集』全6巻 、1997年 完、人間の科学社
P・H・ フェニックス、岡本道雄 ・市村尚久訳 『コモン ・グッドへの教育 一 カリキュラムの道
徳哲学』玉川大学出版部
C・H・ マレ、小川真一訳 『冷血の教育学 一 だれが子供の魂を殺 したか』新曜社
                      (やのさとじ 京都大学大学院教育学研究科)
